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ThelandscapeinEnglandisanalyzedwith regardtoitsclimate,naturalfeatures,
industryandhistory.First,thelandscapeoftownsandvilagesinCortswald,whichisnow
calledtheheartofEngland,isintroducedanditsspecialfeaturesareanalyzedwithrespect
tothelayoutoffacilitiesandhouses.Second,theremainsofprehistoricandancienttimes,
whichareimportantcomponentsoflandscapeinEngland,areanalyzedconcernlngtOthe
featuresoftheirexistlngSPaCe.Finaly,thecharactersoflandscapeofsomecitesinmiddle
agesareconsideredinconnectionwithcircumstancesinthosedays.
1.はじめに
今日わが国の景観は混乱の度を増している.町には安っぽい外国のイミテ-ション建築物が氾濫し､
その一方で無秩序な都市開発によって､水田や里山といったわが国固有の景観が失われて行く｡多くの
無機質な人口構造物に取り囲まれ､緊張した生活を送る都市の住民は､いま心から憩える安らかな環境
を求めている｡
イギリスでは産業革命後急速に都市化が進展し､都市周辺の共有緑地が消滅する危機にあった｡この
とき人々はトラスト運動に立ち上がり､自ら買取によって緑地を守った｡こうした熱意が政府を動かし､
土地利用に強い規制をかけることが実現した｡イギリスには今日手つかずの自然はほとんど残っていな
いが､その景観はこの上もなく美しい｡上空から見るイギリスは､光輝く緑の大地である｡うねうねと
続く丘陵地に町や村が散在し､岡の上には羊が群れている｡森や林がまだら模様をえがき､その中をく
ねくねと蛇行しながらテ-ムズ川が流れる｡町には緑地や教会の塔が見え､幾何学的にデザインされた
街路に沿って赤い屋根の家屋が整然と並ぶ｡このようなイギリスの景観は一朝一夕に作られたものでは
ない｡それはイギリス特有の地勢や気候､民族の興亡の中でいとなまれてきた人々の息の長い環境創造
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の軌跡なのである｡そこには人 が々､空や大地などの自然物や､森､羊､馬といった動植物に対して培
ってきた感性が色こくにじみでている｡
景観は､それをとりまく自然や民族の文化､歴史､産業といった風土と一体となったものである｡む
しろ風土の重要な一部分を構成している｡この意味で､今日景観デザインに求められるのは､風土との
脈絡性である｡風土に根ざした､風土と一体となった景観こそが真の個性ある景観といえる｡本論文で
は､今日のイギリスの景観がイギリスの風土と如何なる脈絡性をもつかについて考察を行ない､個性あ
るイギリスの景観が形成されてきた軌跡を明らかにする｡
2.コッツウォルズー原風景への回帰
イギリスでは､18世紀に世界に先駆けて産業革命を成功させ､都市部に近代的工業を集積させていっ
た｡農村から都市に人口が流入し､都市化が加速されるとともに､新たに工業都市が出現した｡農村で
は農業に従事する人口が少なくなり､また農村地域の田舎町でも周辺の人口の減少によって商業機能が
衰え､次第に発展から取り残されていった｡それらの町や村にはすでに消滅したものもあるが､規模が
小さくなっても昔ながらの暮らしを守り続け､中世の美しい町並みをいまなお保存しているところも数
多く見られる｡ロンドンの北西約200キロ､かっての温泉保養都市バース (Bath)からシェイクスピア
の生誕地ストラトフォ-ド･アポン･エイヴォン (Stratford-upon-Avon)に至るコッツウォルド丘陵
(cortswoldHils)に散在する町や村には､今日イギリスの心 (HeartofEngland)と呼ばれる美しい田園
風景が見られる｡
コツツウォルズは､標高が高いところで300メ-トル､平均180メ-トル位のなだらかな起伏が続く
石灰岩でできた丘陵地であり､テ-ムズ川の水源にもなっている｡岡の上にあるいは谷合いに小さな町 ･
村が散在し､その背後にはなだらかな傾斜の岡が広がっている｡緑の牧草地にはのんびりと草を食む羊
が群がる｡晩春には一面に菜の花が咲き乱れる｡
この地方では､コッツウォルズ･ストー ン (CortswoldsStone)と呼ばれる良質の石灰岩 (Limestone)
が産出し､それが村々の家屋の建築材料となっている｡蜂蜜色と表現されるコツツウォルズ･ストー ン
の色合いは､村々によって微妙に異なり､落日には赤みを帯びてハニー･ゴ-ルドに輝く｡蜂蜜色のコ
ッツウォルズ･ストー ンの石壁､薄く割ったスレー トの瓦の葺かれた急傾斜の屋根､出窓や縦仕切りの
ある格子窓､ドー マーのある切妻屋根､同じ材料と同じ様式で作られた家々には､見事な調和と統一美
が見られるoそれがこの地方の景観の最大の特徴となっている｡
コッツウォルズでは古くから良質の羊毛を産することから､イギリスを代表するウール製品の産地と
なっていたが､産業革命後ウ-ル工業は都市部に移り､またこの地方では石炭を産出しないため次第に
産業が衰えて､鉄道の入らない発展から取り残された地域となっていった｡しかしそのことが昔からの
暮らしと､中世以来の美しい町並みを守り続ける要因となった｡20世紀になってこの地方に車が入るよ
うになると､都会の喧騒や無機質な生活環境の中で緊張した生活に疲れた人々が､自分たちの祖先がお
くってきたであろう素朴なより人間らしい暮らしを求めて､この地を訪れるようになった｡このことが
村人達に村の景観に対する認識を呼び覚まし､村 が々競って古い家屋の保存や､美観の形成に努めるよ
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うになった｡こうしてコッツウォルズには活気がよみがえり､今日イギリスで最も人気のある観光地の
一つともなっている｡
チッピング･キャムデン (ChippingCamden)は､コッツウォルズ地方の典型的なウール･タウンであ
る.チッピングはマーケットを意味し､富裕なウール商人達がこの町に居を構えたO商人達の寄進によ
って建立されたゴシック様式の塔をもつ村の教会は､商人達の富を象徴する｡村は街道に沿って展開し
ており､細長い屋敷をもつ家屋が連なっている｡蜂蜜色のライムストー ンの家並みが､何ともいえない
暖かみのある素朴な均整美を醸し出している｡家々は共通の建築様式で建てられているが､そのデザイ
ンは各戸によって少しづっ異なり､必ずしも単調ではない｡マーケット･ホールのある村の中央部の広
場は､かってのマーケット広場の名残をとどめているoオ-プン･スペ-スや庭園､樹木の散在する草
地の組み合わせは､ルイス･マンフォー ド1)によって開いた平面 (openplan)と呼ばれ､後に郊外地の
モデル集落のデザインに影響を与えたといわれている｡
パイプリー (Bibury)村は､かつてアーツ･アンド･クラフト運動の創始者ウィリアム･モリス (Wiliam
MorriS)によって､イギリスで最も美しい村と讃えられた｡谷合いにある小さな村の中をカーン川(River
coln)が流れており､川沿いに集落が展開している｡水藻がゆらめく清流には､ニジマスが銀鱗をおど
らせ､水鳥が巣を作っている.カーン川に掛かる古い石橋を渡ったところには､アーリントン･ロ-
(ArlingtonRow)と呼ばれる14世紀に建てられた古い家並みが残存している｡これはかつて梯織り工場
として使用されたものであり､苔蒸したライム･ストー ンの家壁が歴史の古さを物語っている｡その前
の広い湿地は水鳥達の生態保存地となっており､ヤナギの河畔林がワイルドな雰囲気を醸している｡カ
ーン川を少し下ったところには､かつての領主の館マナー･ハウス (Manor-House)がある｡村の家々は
小さく質素であるが､庭や窓辺はバラやクレマチスなどの花で美しく飾られており､緑の岡を背景とし
た村のたたずまいは幻想的な美しさをもっている｡そこには素朴な､あたたかい､人間らしい生活の息
吹が感じられる｡
岡の上の町ストウ･オン･ザ･ウォルド (stow-on-the-wold)のマ-ケット広場は､かつてイギリスで
最も栄えたウ-ル･マ-ケットであった｡マ-ケット･クロス (MarketCross)の建っ広場は､コッツウ
ォルズ地方に特有の出窓や張り出し窓をもつライム･ストー ンでできた建物のファサードによって取り
囲まれており､朝日､夕日を浴びた壁面はハニー･ゴー ルドに輝く｡広場の真申には､商人達の寄進に
よって建立されたゴシック様式の鐘塔をもつ教会がある.広場の四隅から放射状に狭い路地がカーブを
措いて延びており､道に面してアンティ-ク･ショップやギャラリー が並んでいるoまたかつて広場で
売買される羊の頭数を数えた狭い路地が広場に通じている｡広場の一角は､かつて罪人を晒しものにす
るのに用いられたOマーケット広場は今日では観光客用の駐車場となっているが､今でも年2回､馬市
を中心とするフェアーがここで開催されている｡
ボートン･オン･ザ･ウォーター (Bourton-on-the-Water)は､コツツウォルズでも最もうるおい､や
すらぎの感じられる村である｡その名が示す通り､村の真申をウインドラッシュ川 (RiverWindrush)が
おだやかに流れており､川に接して一方は歩行者用の散策路となっている｡川辺のスズカケやニレの大
木が涼しい木陰を作り､カフェテラスでは人 が々のんびりと静けさを楽しむ｡川のもう一方はゆったり
とした緑地になっていて､ヤナギの大木がほとんど水面に接するはど枝を垂れている｡川の水深はごく
浅いが､それでもかなりの水量が流れており､アヒルやカモなどの水鳥がたわむれている｡川には所々
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歩行者用の低いアーチの石橋が架けられている.時折乗馬や､コッツウォルズ･ウェイ(cortswoldsWay)
のウォー キングを楽しむ人たちの姿が見られる｡緑地の端にある古い建物はモータ-･ミュー ジアム
(MotorMuseum)となっている｡緑地と平行した村のメイン･ストリー トには､蜂蜜色のコッツウォル
ド特有の家屋が並ぶOこの町の水辺の環境をたいへん魅力的なものにしている要因は､川辺の一方を明
るいオープンな緑地とし､もう一方を緑陰の散策路とした空間配置であろう｡川を挟んで陽と陰の要素､
オープンとクローズドの要素を組み合わせることによって､開放的でかつ陰影のある彫りの深い空間を
形成している｡
キャッスル･クーム (CastleCombe)は､ ｢イギリスで最も美しい村｣コンテストで何回も表彰された
絵画的な景観美をもつ村である｡ブルック渓谷 (BrookValey)の下流の谷間にひっそりと息ずくこの村
は､かつて今よりずっと大きく､羊毛産業の中心として活況を呈していた｡小川には多くの水車が並び､
たくさんの織り子達が働いていた｡村は深い森を背景として､斜面に沿って展開しており､教会の前の
マーケット･クロスの建っ広場から小川に向かって下降する坂道に沿って､蜂蜜色のライム･ストー ン
の石壁と急傾斜の切妻屋根をもつ質素な家屋が建ち並び､見事な統一と調和の美しさを示している｡坂
上の広場の近くには､現在ではホテルになっている領主の館マナー･ハウス (Manor-house)があるo家々
の古い出窓や格子窓は花できれいに飾られており､ツルバラやフジで壁を覆った家屋も見られる｡坂道
が小川と交差するところに古い石橋があり､川に沿ってかつて機織り工場として使用されたウィ-バー
ズ･コテッジ (w eaver'scotage)が並ぶ｡小川に沿った背後の岡の斜面には､多数の羊が群れている.
この村の景観の特徴は､深い森を背景として､斜面に緩やかにカ-ブした坂道に沿って建つ家 が々､少
しずつ変化しながら重層している様であろう｡これによって､集落の家 が々より立体的に､また奥行き
のある景観として､見るものに迫って来る｡これらの建物はすべて保存指定家屋として登録されており､
その改造は厳しく制限されている｡
3.古代遺跡の景観的視点
最近の考古学の成果によれば､大ブリテン島にはすでに20万年も前から人が住みついていたという｡
高緯度帯にありながら､比較的温暖な気候と水はけのよい丘陵地地形､狩猟に適した動物の存在が､原
人の生存を可能としたのであろう｡かつて大陸と陸続きであったことから､いくつもの民族が陸づたい
に大ブリテン島にわたり､興亡を繰り返してきた｡今日イギリスに残る先史時代や古代の遺跡は､それ
らの民族の興亡の歴史を物語るO民族の興亡は必ずしも戦いの歴史ばかりではないo異民族と融和し､
それぞれの民族の異なる文化を貴欲に吸収して､より優れた固有の文化を生み出していったところに真
のイギリス人の価値がある｡イギリスの大地に刻みつけられた先史時代や古代の遺跡は､今日美しい自
然と一体となって存在し､イギリスの景観の重要な構成要素ともなっている｡遺跡を保存することは､
その歴史学的意義のみならず､環境を保全することにもつながるという認識がもたれている｡
イギリスの先住民族とされているケルト人 (celt)が大陸から渡ってきたのは紀元前8世紀ごろであ
るoLかしそれよりも前に､すでに地中海系のイベリア人が陸づたいに大陸から渡来し､ストー ン･へ
ンジ (StoneHenge)を作るほどの高度の文明を築いていた｡世界遺産に登録されているこの人頬の偉大
井上怖 1'J/イキ1)スの帆上と景観構成
な遺産は､ロンドンの西120キロほどの広大なソールズベリー 平原 (salseburyPlain)に存在する｡イベ
リア人がこの地にスト-ン･へンジを建造し始めたのはBC.3000年位である｡その後段階的に建造が続
けられ､最終的に今日見るような形に整えられたのはBC.1500年位のことであるといわれている｡遺跡
は内陣に､2個の立石にまぐさ石をのせたトリリトン (Trilithon)が5組馬蹄形に配置されていて､その
外周に立石にまぐさ石をのせて環状に連結した石組が配置された二重の構造になっている｡現在では､
倒壊や異教性を恐れた住民による破壊があったため､完全な形では残っていない｡これらの石組に使わ
れている巨石は､30キロはど北方のモ-ルバラ丘原 (Marlborough Down S)や､200キロ以上も離れたウ
ェールズの山中から運ばれてきたものである.1500年もの長きにわたって､困難と闘いながら大建造物
を作り上げてきたエネルギーと民族の意志とはどのようなものであったのだろうか.スト-ン･へンジ
の石組は太陽の運行と関連があることが知られており､このことから太陽崇拝のための祭紀場であった
という見方がある｡イギリスの冬の日差しは弱く日照時間も短い｡人 が々大地に恵みをもたらす強い太
陽の復活を祈願し､また夏至には強い太陽の復活を皆で祝う祭りがここで行われたとしても不思議はな
い｡巨大な石組の円環は､強い太陽を希求する民族の意志と考えることができるo
ストー ン･へンジについて興味深い点は､それが存在する土地の特殊な地形のもたらす心理的効果で
あるOロンドンから国道A303を西進してきた人々は､エイムスベリ- (Amesbury)の集落を過ぎ､林
をぬけたところで､突然眼下にストー ン･へンジの遺跡を見下ろすことになる｡それはまるで広大な野
原に立つ石組みに小人が群れているかのように見える｡このときの光景はむしろ楽しい存在として映る｡
ついでマウンドを上って遺跡に近づいてくると､神聖な畏敬の念の高まりを感じるようになる｡これは
視線の入射角の違い､ならびにストー ン･へンジが存在する空間の特殊な形態によるものであろうO遺
跡は､ソ-ルズベリー 平原の中の広い窪地状の土地に少し盛り上がったマウンドの上に存在する.窪地
の縁辺には多数の墳墓があって､それらのマウンドによって周囲を取り囲まれている｡
ところで日本の景観を地形との関連から考究した樋口2)は､日本の地形空間を7つのタイプに類型化
しているが､それにあてはめると､この空間は ｢八葉蓮華型｣空間に分類されるものであろう｡すなわ
ち､周囲を峰々によって取り囲まれた閉鎖された聖なる空間である｡もっとも､八つの高い峰 ､々人里
離れた山中というわけではないが｡このような地形は､ ｢空間に対する畏れのとりのぞかれた一種の安
らけさを生み出す空間｣であり､ ｢神仙の遊ぶ平原の幽地｣であるとされる｡
ストー ン･へンジについてもうーっ注目されることは､それが地形的に目立つ高所に建てられていな
いということである｡アテネのパルテノン神殿のように､古代の宗教的な建造物の多くは､岡の上など
の高みに建てられており､平地からそれを見上げることによって､宗教的権威性を発揚するという効果
をもっている｡しかしストー ン･へンジは平原の中の窪地状の土地にあるため､この窪地の縁からは若
干の僻角をもってストー ン･へンジを見下ろすことになる｡樋口3)は､ ｢僻角10度近傍の視線が視対象
に届いている場合､視点のある場と視覚的に一体のものとして感覚されやすい｣としている｡これはゴ
-ドン･カレン4)のいうhereandthereの概念におけるhereの領域である.スト-ン･へンジの存在する
特殊な地形は､そこで行なわれる祭祀に参加する人々に場の一体感を供与することによって､この地に
眠る先祖と一体となり､また部族民の間の精神的な結びつきを強めるという心理的効果をもっているも
のと考えることができる｡スト-ン･へンジを建造した先史時代の人 が々､この地を民族の聖地とした
のには､世の東西と時代を越えたこのような空間に対する感性が働いていたのではないだろうか｡
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イギリス各地には､ストー ン･サ-クル (StoneCircle)と呼ばれる古代遺跡が数多く存在する.スト
ーン･へンジの北約30キロ､エイヴベリ- (Avebury)には､直径約1.3キロにも及ぶヨーロッパでも最
大級のスト-ン･サークルがあり､その付近には､これもヨ-ロッパで最大の人口塚シルベリー ･ヒル
(silburyHil)をはじめ､多数の古代遺跡が存在する｡これらの遺跡群は､ダウンズ (Downs)と呼ばれ
るうねうねと続く石灰岩の丘陵地地形や､その上の麦畑､牧草地､羊の群れ､藁葺きの民家などの風景
と混然一体となって実に美しい風景を展開する｡
古代遺跡の中には､ストー ン･へンジと同様の空間構成を右するものがいくつか認められる｡湖水地
方 (LakeDistrict)の古い町ケズウィック (Keswick)の郊外にあるキャッスルリグのスト-ン･サーク
ル (CastleriggStoneCircle)はその好例である｡このスト-ン･サークルは青銅器時代につくられたもの
で､規模は小さいがはぼ完全な形で残存している｡興味深いのはこの遺跡の存在する地形であり､まわ
りをフェル (Fel)と呼ばれる氷河時代の名残りの高い峰によって取り囲まれた広々とした盆地上に､小
高く盛り上がった岡の上に遺跡が存在する｡この地形の特徴は､まさに ｢八葉蓮華型の聖なる空間｣そ
のものであり､この遺跡の上に立つとき､なんともいえない安らかな心を生み出す空間の力を感ぜざる
をえない｡
イギリス南部には､ストー ン･へンジ､ストー ン･サークルなどの巨石遺跡とともに､ホワイト･ホ
-ス (WhiteHorse)と呼ばれる岡の斜面に描かれた不思議な絵が多数存在する｡これは岡の斜面の表土
を削り､その下の白亜層の石灰岩を露出させて白馬を表現したものである｡それらのうち､最古にして
最大､かつ最も優美といわれているのが､バークシャー 丘原 (BerkshireDowns)のホワイトホース･ヒ
ル (WhitehorseHil)にあるアフィングトンの白馬 (Wh iteHorseofUffington)であるoこれはAD.loo
年頃ケルト人によって彫られたもので､全長 110メートルにも及ぶ白馬が疾駆する姿を表現している.
異様に長く引き伸ばされた動物の形は､東方のステップに生きる遊牧民芸術の影響によるものともいわ
れているOホワイト･ホースが描かれた目的については､さまざまな説がある｡墓地のシンボルだとい
う説､魔除けだという説､ランドマークだという説､トー テムだという説､特定の歴史上の人物に由来
するという説などであるoホワイト･ホースを地上から見ることは難しく､このため神々のために造ら
れたとも考えられている5)0
ホワイト･ホースについては､この遺跡のすぐ上にあるアフィングトン城虻 (urlngtOnCastle)との
関連を抜きにすることはできないであろう｡アフィングトン城は､鉄器時代後期 (BC.3-AD.1世紀頃)
に築城されたと見られているが､今では直径200メートルはどの二重の盛土が残存しているのみである｡
これらの遺跡のあるホワイトホース･ヒルは､ソ-ルズベリー 平原から東北に延びた広大なバークシャ
ー丘原の一部ランバーン･ダウンズ (LamboumDowns)の北縁に突出した岡であり､ホワイトホ-ス･
ヒルからは眼下に､スウィンドン (Swindon)からオックスフォー ド (oxford)にいたるテ-ムズ川の中
流域の広大な低地の広がりを眺望することができる｡岡の上には､尾根伝いにイギリスで最古の道の一
つリッジウェイ (Ridgeway)が走っているOこのような地形的特徴によって､ホワイトホ-ス･ヒルは
バークシャー 丘原の北方を見張る最適の場所であることがうかがえる.アフィングトン城はそのような
目的で建造されたバークシャー 丘原を勢力圏とする部族の最前線基地であったのだろう｡
一方またホワイトホース･ヒルは､そのような地形的特徴によって､その北方から見たとき､ケヴィ
ン･リンチ6)のいう ｢どうしても注意をひきつけずにはいないような視覚的特質を備えた風景｣であり､
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そこに視線を集中させることによって空間を組織化し､バークシャー 丘原とその北方とを分離する境界
としてのはたらきをもっている｡樋口7)は､ ｢平地に近くあるいは平地に突出した､山容が周囲から目
立つ小山｣を ｢神奈備山型｣空間と呼び､ ｢神奈備山の神域とそうでない領域とを仕切ることにより､
空間を領域化する境界としてのはたらきをしている｣と説明している｡この場合神域は､ホワイトホー
スを彫った部族の支配領域と解釈できるOバークシャ-丘原では今日でも､馬の放牧されている光景を
多数見ることができ､おそらく古代からそのような農業形態をもつ馬とともに生きる部族が住みついて
いたのであろう0-万バークシャー 丘原の北には､別の生活形態をもつ部族がいて､両部族の間に抗争
があったという可能性を､アフィングトン城虻は示唆している｡ホワイトホースは､丘陵の上に馬を駆
使する屈強の部族が存在することを示威するものであり､それは部族の守護神であるとともに､支配領
域の境界を象徴するランドマ-クともなっていたのであろう｡そしてまたそれは､天駆ける馬を希求す
る部族の意志を神に祈願する捧げものでもあったのだろう｡そこにはホワイトホースを彫った古代人の
空間に対する感性や､動物に対する素朴な愛情が色濃くにじみ出ている｡
イギリスは古来優れた馬や羊を産し､また石炭や鉄鉱石などの天然資源にも恵まれていたため､大陸
からは豊かな黄金の島のように思われていた｡BC.45年にユリウス･カエサル (JuliusCaesar)に率いら
れたローマ軍が初めてイギリスに侵攻してきた｡その後何度かのローマ軍の遠征があり､AD.43年には
大規模な軍事行動によってブリテン島中･南部をほぼ制圧し､ローマの属州ブリタニアとした｡ローマ
はロンドンをはじめ､属州の要衝に城壁をもつ都市を建設するとともに､それらの都市を結ぶ道路網を
整備した｡ロ-マン･ロード (RomanRoad)と呼ばれるそれらの道路の特徴は､軍用道路としての性質
上､まっすぐに一直線に延びていることである｡また道路の構造の面でも､基礎や舗装､排水などに優
れた土木技術が用いられていた｡今日でもフオス街道 (FosseWay)をはじめ､地図上で一目でそれとわ
かるローマン･ロードの痕跡がみられる.
中･南部のケルト人達は､ローマの侵攻には激しく抵抗したものの､次第にローマの都市文明を吸収
し､ローマ化して各地にローマン･ヴィレッジ (RomanVilage)を作っていった.一方北方にはケルト
系の蛮人がいて､ロ-マの支配を拒み続けたため､ローマ皇帝ハドリアヌス (Hadrian)は､現在のイン
グランドとスコットランドの境界の少し南に､西海岸から東海岸にいたる長大な防壁を建設した｡この
ハドリアンズ･ウォー ル (Hadrian'swal)は､自然の崖唯や段丘を利用して作られており､随所に兵営
や食料庫､浴場などを備えた要塞があった.この防壁はローマ帝国の北限を意味していたが､ローマ軍
は防壁を守りきれず､拡張政策の破綻からAD.383年にはブリダニアから完全に撤退するo万里の長城
にも比されるこの城壁は､ロ-マ時代後も長くスコットランドに対する防壁として使われ､後の時代に
一部破壊された箇所もあるものの､今日まで良好な状態で保存されている｡ハドリアンズ･ウォールや
ローマン･ヴィレッジなどローマ時代の遺跡はイギリス各地に残存し､今日では地元の観光の目玉とも
なっている｡
くねくねと曲がりくねった道路の多いイギリスで､まっすぐに延びる直線道路や､おだやかな田園風
景の中で､島を二分する巨大な構造物は異質なものである｡しかし年月はそのような景観をもなじみや
すい景観に変貌させ､遺跡を景観の重要な構成要素に変えてしまうoなだらかな起伏がうねうねと続く
美しい田園風景の中に､廃嘘となって存在するローマ時代の遺跡は､後のイギリス人にはるかなロ-マ
時代への憧憶を引き起こし､それが文学や絵画､造園など芸術全般にわたる運動に発展して､イギリス
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式風景庭園を生み出していったのであろう.イギリス人がローマから受けた文化的な刺激がいかに大き
かったかを物語っている｡景観は歴史の風化作用によって､なじみやすい景観に変貌し､それがまた新
しい景観を生み出す原動力にもなりうる｡
4.中世都市とその景観構成
西欧の中世は､キリスト教が何ものにも卓越した時代であった｡この時代西欧社会は､異民族の
侵入､戦乱､疫病の蔓延､飢餓に悩まされたO人々は繁栄､快楽､健康といったローマ都市文明的
価値観の崩壊の中で､罪､不安､病気､死といった人間の根本悪を認識し､現実の苦難に進んで立
ち向かうことを旨とするキリスト教に心の拠り所を求めた｡ロ-マ帝国の凋落後､キリスト教の聖
人達は俗世間を去って修道院で共同生活を送りながら､ひたすら神に仕えるキリスト教的生活を打
ち立てていった｡修道院は､苦難の肯定と進んで人を救うことを旨とするキリスト教精神から､難
民や逃亡者の受け入れ､老齢者や病人の看護をする病院､貧民を収容する慈善院､旅人の宿を提供
するホスピスの設置など､より社会と密接な関わりをもつようになった｡こうして人々が修道院を
中心とするキリスト教的生活を送るようになると､そこには近在の人々を集めて市が立つようにな
り､やがて修道院とその周辺は都市的性格をもつようになった｡こうして修道院を中心とする中世
都市が生まれていった8)｡カンタベリー (Canterbury)やヨーク (York)､チチェスター (Chichester)､
バース (Bath)など今日に残るイギリスの歴史都市の多くは､このような過程で形成されていった｡
中世は民族移動が大規模に起こった時代であり､都市は蛮族の侵入や異国からの侵略を防ぐため､
堅固な城壁を備えるようになった｡城壁は外敵の侵入に対して極めて有効であり､城壁の中は秩序
と平和が保たれた｡城壁の中では封建領主の束縛から解放され､人々は城壁の中で自由市民として
安寧な生活を送ることができるようになった｡こうした都市の治安の良さ､人権の尊重が田舎から
都市に人を吸引する要因となった｡市が開かれている間､商人達には手厚い保護が保証されたため､
都市の定期市はますます活発になった｡やがて商人達は都市内に常設の店舗を構えるようになり､
都市はその商業的楼能を高めていった｡活発な商活動によって富裕になった商人達は､都市ブルジ
ョワジ-と呼ばれる新しい市民階層を形成し､その権益の保護のためにギルド (Guild)を組織した｡
ギルド･ホールは都市ブルジョワジ-の富と力を象徴する建築物であった｡
都市の人口が増大したとき､中世都市は城壁で囲まれていることによって過密状態となった｡多
くの中世都市で､迷路のような狭い街路に家屋がひしめいているのはこのためである｡ときには市
街地を城壁の外に拡張し､新たな城壁をその外に設けるという方法がとられた｡またソ-ルズベリ
ー (salisbury)のように､新しい都市をその近くに建設することも行われたoこのような都市は統
一的なプランによって計画的に建物が配置されたので､今日でも整然とした町並みがみられる｡
都市の商業的機能が高まっても､人々の生活においてはキリスト教が中心であり､聖堂や教会な
どの宗教施設が都市の中核であることに変わりはなかった｡教徒の数が増すにつれ､大きな都市に
は司教座が設置され､富裕な商人達の寄進や十分の-税をもとに大聖堂 (cathedral)が建設された｡
教会はキリスト教の何にも勝る優越性を誇示するため､その建築物によって威厳を示した｡天にそ
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びえる高い尖塔や鐘楼､巨大な聖堂が建設され､資を凝らした壁面装飾や祭壇､フレスコ画､ステ
ンドゥ･グラス等により､地上の天界を演出した｡とくに犠牲的精神により殉教した聖人の眠る聖
廟や､奇跡を起こす力をもつとされる聖人の遺物を有する聖堂には各地からの巡礼者が押し寄せ､
その門前町はおおいに賑わいを呈した｡
中世都市は城壁に囲まれた居住区の他に､その外部に広い共有農地をもっていた｡そこでは都市
住民への食料生産が行われたが､人口が増大するにつれ､近在の町や村が食料やその他の消費財供
給の中心となっていった｡こうして都市とその周辺の町や村は､一つの完結した経済圏を形成し､
あたかも一つの国のごとく梯能していたOしかし人口が増大し､商業活動が活発になると､都市圏
を越えた交易が行われるようになり､田舎の町や村でも都市に匹敵するほどの商業棟能を有するも
のが出現してきた｡コッツウォルズのチッピング･キャムデンやストウ･オン･ザ ･ウォルドなど
はその好例である｡それらの町や村は商人達の富により､立派な教会が建てられ､美しい町並みが
形成された｡中世の村落の様子は､チラム (Chilham)やアルフリストン (Alfriston)､アンバリー
(Amberley)などのイギリス南部の村の展開に残されている｡それらの村では集落は街道にそって
展開しており､集落の中ほどの街道が少し広くなったところがマ-ケット･プレー スとなっている｡
集落の端に教会と封建領主の館があり′､これらの居住区のまわりに防護柵がつくられていた｡集落
の外には､耕作や牧畜に用いられる共有農地や森が広がっていた｡
都市圏を越えた交易が行われるようになったことで､都市間で経済的な摩擦が発生してきた｡こ
のことはもはや都市という枠組みの中で解決することが困難な問題であり､よりグローバルな政
治 ･経済システムを構築する必要が生じてきた｡またキリスト教は人々の富を吸収し､大きな経済
力を保持するようになったことで､世俗的な傾向をもつようになった｡さらに大伽藍の建造による
地上の天界の演出は教義の形骸化を招き､人々の心をキリスト教から離反させていった｡こうして
中世世界を構築していた基盤が揺るぎ始めると､代わって国王の権威が高まり､絶対王政の時代へ
と推移していく｡
カンタベリー (Canterbury)は典型的な中世宗教都市である｡この町はサクソン人によってつくら
れたケント国の首都となっていたが､6世紀にローマ教皇がベネディクト会修道士アウグステイヌ
ス (Augustine)を送り込み､セント･オ-ガステイン修道院 (st.Augustine'sAbbey)を建設させた｡
このとき以来カン夕べリ-には首座司教が置かれ､イギリスでのキリスト教布教の中心となった.
11世紀には新しくイングランドの王となったウィリアム征服王 (wiliamtheConqueror)が大聖堂
の建設に着手した｡カンタベリー は12世紀に起こった大司教 トマス･ベケットの国王ヘンリー 2世
による暗殺事件を実検に､キリスト教世界でも屈指の巡礼地となった016世紀の国王ヘンリー 8世
による英国国教会の設立後は､英国国教会の主座司教が置かれた総本山となった｡
カンタベリー の町は､ローマ時代からの堅固な城壁と川 (GreatStourRiver)によって囲まれてお
り､要所要所に門が設置されている｡城壁の南東隅には､ウィリアム征服王によって建造されたノ
ルマン式の城砦があるo最も大きな西門から伸びる通りには､門前町の雰囲気が残っている.マ-
ケット･クロスのある町の中心の近くに青銅のキリスト像が埋め込まれた教会門 (christChurch
Gate)があり､その後方に荘厳なゴシック様式の大聖堂が､周囲の家並みを圧して鎮座している｡
大聖堂は西側の正面に二つのタワーをもち､また身廓と翼廓の交差部に大塔 (BelHarryTower)が
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そびえている｡聖堂の後方は広い庭園となっているが､西側の正面近くは周囲の建物が込み合い､
十分な見通しが得られない｡このことは､大聖堂が必ずしも統一的な都市のプランに沿って建てら
れたものではなく､既成の市街地の中に埋め込まれたものであることを示している｡大聖堂の背後
の城壁の外に､セント･オーガステイン修道院の廃嘘がある｡町の中には数多くの教会や修道院､
病院をはじめ､チュ-ダー朝時代のハーフテインバ- (Half-timbered)の家屋など､多くの歴史的
建築物が残存している｡しかし第二次大戦中に戦災を受けたため､建て替えられた建物も多く､中
世の町並みがそのまま残存しているわけではないOカンタベリー は英国の庭園ともいわれるケント
州の美しい田園地帯の中にあり､水路や緑地などを巧みに配した空間構成により､多くの中世都市
にありがちな狭くるしさを感じない､やすらぎのある町並みを形成している｡
ヨーク (York)は古代から中 ･近世を通して､北部イングランド最大の都市であった｡この街は
ローマ時代につくられた北辺警護のための要塞都市に起源をもつ.8世紀にはすでに司教座が設置
されていたが､9世紀にはヴァイキングによって占拠され､北部イングランド統治の拠点とされた｡
12世紀初めに､北部討伐を行なったウィリアム征服王が街を焼き払い,後にノルマン式の城砦を築
いて､再び要塞都市とした｡大聖堂はヴァイキングとの戦いによって消失したが､11世紀に再建が
開始され､15世紀になって現在の大聖堂が完成した｡ヨーク大聖堂はイギリスの中世ゴシック建築
の傑作とされており､垂直線を強調した装飾的ゴシック様式の身廊や鐘塔は街中どこからも眺めら
れ､キリスト教の何ものにも勝る優位性を象徴している｡11世紀には､大聖堂の近くにセント･メ
アリー ズ修道院 (st.Mary'sAbbey)が建立された｡ヨークは長くカンタベリー と括抗するイングラ
ンドでのキリスト教布教の中心であり続けた｡
中世のヨ-クは重要な港として栄え､活発な交易によって市民は裕福となり､大聖堂の栄光はま
します高まった｡しかし人口が増大することによって都市内は過密となり､衛生状態は極端に悪く
なった｡当時の過密な様子は､シャンブルズ (shambles)と呼ばれる狭い石畳の道にオーバーハン
グした家屋が不揃いな形で並ぶ町並みに残っている｡中世建築に多くみられるこの上階ほど道路側
にせりだした建築様式は､空間の有効利用という点で優れたものであるOまたそれは狭い街路に不
揃いな形で建物が並ぶことによって冬の強い風を防ぐとともに､降雨から歩行者を保護するという
効果もあるものと考えられるOチュ-ダー朝､スチュアート朝時代には､ヨークは反乱や内戦によ
って荒廃し､町の経済も活気を失ったが､ジョ-ジ朝時代になるとイングランド北部の社交やスポ
ーツの中心地として栄え､優雅な町並みが形成された｡
ヨ-クの街の景観の特徴は､中世の街並みをぐるりと城壁が取り囲み､迷路のように錯綜した狭
い通りをもつ街中のいたるところに､中世から近世にかけての歴史的な建造物や遺跡が残存した歴
史の重層性にある｡建物が覆い被さった狭い通りのスリットを通して､大聖堂の壁面の垂直線が天
に伸びる様が眺められる光景は､神秘的な中世世界へのタイムスリップを思わせる｡歴史の重層性
は､都市の景観に格調とファンタスティックな美しさを与えているOヨ-クは過去の栄光を今に伝
えるだけでなく､現実に活動している大都市でもある｡現在は歴史的遺産を生かしながら､新しい
都市を目指す開発が進められており､歴史的遺産の保存と開発との調和を図ったモデル都市として
注目されているO
大学都市オックスフォード (oxford)の起源は､8世紀にテ-ムズ川 (RiverThames)とチャ-ウ
jLL博r.AJ/イギリスの風上と景観構成
ェル川 (RiverCherwel)の合流する穏やかな丘陵地にサクソンの王女によって建てられた修道院と
伝えられている09世紀には既にアルフレッド大王 (AlfredtheGreat)によって最初のカレッジ
(UniversityColege)が創設されていたといわれる｡13世紀になると多くの修道士がこの地に集ま
るようになり､モートン･カレッジ (MertonColege)をはじめ､いくつかのカレッジが自然発生的
に形成された｡カレッジの集合体よりなるオックスフォード大学は､中世から現代まで､ヨーロッ
パ中にその名を轟かせ､多くの学者や政治家を輩出した｡
オックスフォ-ドの街並みの特徴は､二本の幹線街路とこれに交差､平行する細街路によって構
成されたいくつかのスーパ- ･ブロック (SuperBlock)に､カレッジが蜜に雑然と配置されている
ことである｡このことは､まずカレッジが次々と独立につくられ､のちにカレッジ間を結ぶ通路が
街路となったものと考えられる｡したがって街路は緩やかな自然な曲線をもち､歩行者は道を進む
につれ､うつろいゆく街の景観を眺望するという特性をもつ｡各カレッジは､四角い中庭を囲むよ
うに方形に建物が連なっている｡この建築様式は､修道院の回廊に囲まれた排桐と院想のための庭
園に起源をもつものである9)｡壁に囲まれていることによって､往来の喧騒から隔てられた内なる
静寂の空間を形成し､学問や際想を促す力強い形を表現している｡街路から眺められるカレッジの
建物の無棟質な感じとは対照的に､そこには柔らかい光が差し込み､木樹の緑が溢れ､鳥が遊ぶ天
国的な雰囲気が漂っている｡
各カレッジはゴシック様式の礼拝堂や鐘塔をもち､それらの尖塔の結集したシルエットは､キリ
スト教の学問に対する優位性を象徴している.とくに修道院跡に立つクライスト･チャーチ (Christ
church)の大聖堂やトム･タワ- (TomTower)は､オックスフォ-ドの起源であることを表徴す
る最も位の高い聖堂として､オックスフォードのカレッジ群に君臨しているOチャーウェル川の河
畔に建つモードリン･カレッジ (MagdalenColege)の鐘塔は､モードリン橋からの街の景観にアク
セントを添え､空間をまとめる効果をもっている.また聖メアリー 教会 (st.MirytheVirginChurch)
前の一本の桜の木は､枝が建築線を越えて伸び広がり､街路全体をじつに豊かなものにしている｡
オックスフォ-ドは､人口10万人を越える現に活動している都市であり､生活の利便性のために
都市機能の更新が図られている｡ただし保存を図る地区と開発を行なう地区を厳格に分別している｡
このため通り一つを隔てて､中世の世界と現代のショッピング ･センタ-が交錯する不思議な景観
を呈している｡また歴史的街区への自動車の乗り入れを極力抑えるため､パーク･アンド･バス ･
ライド･システムが導入されている｡
英国の宝石と呼ばれるチェスター (Chester)は､赤い砂岩の城壁で囲まれた､ハ-フ･テインバ
-の中世木造建築が並ぶ､イギリスで最も個性ある景観を有する街である｡二層の立体的な歩廊を
もつ､白い壁に黒い梁の浮き出た中世木造建築の街並みは､おとぎ話の中の建物のように美しい｡
チェスターの町の起源は､ローマの北イングランドやウェールズ統治の中心として､ディー川
(RiverDee)が大きく蛇行する川岸に築かれた城砦都市といわれている｡今日でも当時の劇場や､
神殿などの遺跡が多く発掘されている｡10世紀にはイングランドによるウェールズ攻略の基地とし
て再興され､チェスター大聖堂 (chesterCathedral)が建設されたOその後商業都市として発展し､
アイルランドやスペインとの貿易によって大いに繁栄したo今日見ることのできるハーフ･テイン
バーの木造建築群は､16-18世紀に建てられたものである｡18世紀以降は､商船が大型化するにつ
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れ､ディー川の航行は困難となり､徐々に衰退していった.この結果中世の城壁に囲まれた､静か
で落ち着いた美しい街並みが残された｡
城壁で囲まれた旧市街地は､南北 1キロ､東西500メートル程の小じんまりとしたヒューマン･
スケールの町である.城壁に使われている赤い砂岩はこの地方独特のもので､この町の聖堂､市庁
舎､橋梁､住宅などの建築材料として用いられている｡城壁の四辺の中央に四つの城門があり､そ
れらの門から延びる通りが町のメイン･ストリー トとなっているOこれらのメイン･ストリ-トに
は､黒い樫の木骨が白い壁にくっきりと浮き出た中世の木造建築が並んでいる｡白壁に描かれた木
骨のデザインはそれぞれの建物によって異なり､小割りのガラス窓や壁面の彫刻が彩りを添えてい
る｡マーケット･クロスの立つメイン･ストリー トの交差部はザ ･クロス (TheCross)と呼ばれ､
ここを中心に二層の歩行者路が広がっている｡ザ ･ローズ (TheRows)と呼ばれる､通りに面した
二階部分を連続した歩廊とした建築様式は､他に類のない独特なものである｡建物の一階部分を少
し掘り下げて二階の高さを低くし､二階へのアプローチを容易にする工夫がなされている｡また要
所要所に一階の歩行者路との連絡用の階段が設置されている.二階のデッキ部分は暗く､一階の明
るい歩行者路との対比をなしている｡城壁に囲まれた市街地では､商いに有利な通りに面した部分
は限られており､このような二層のデッキをつくることによって､土地を有効的に利用できるとい
う利点があるものと考えられる｡また降雨時には歩行者を保護する働きももつものであろう｡この
ような奇抜なアイデアをもつ建築様式がここだけに限られ､他に発展しなかった理由は､二階のデ
ッキ部分の暗さにあると思われるOこのため､天井にガラス窓をもつ近代的なア-ケ-ドに変貌し
ていったものであろう｡
チェスタ-の街並みの保存と修復は1966年にスタ-トされた.政府は歴史的建築的価値の高い街
並みの保存を図るため､補助金と保存基金をつけて､チェスターを含む4都市をパイロット･プロ
ジェクトに指定した｡総合的調査に基づき､行政担当者や建築家が綿密な復元計画を策定し､地元
市民の協力を待て､複雑で困難な事業を遂行した｡こうして中世の魔術都市が復元された｡
5.おわりに
近年イギリスをはじめヨー ロッパ諸国では､大都市の人口の伸びにかげりがみられ､中小都市や農村
地域の小さな町や村が高い人口の伸びを示すようになってきている｡かつて農村から都市へ人口が移動
したその道を､逆に都市から農村へ人口が移動している｡このような逆都市化現象が起こってきた背景
には､産業構造の変革によって､重化学工業から付加価値の高い軽工業に比重が移り､農村地域での立
地が可能となってきたこと､交通 ･通信手段の発達によって､都市と農村の距離が縮まるとともに､産
業集積の利点がなくなってきたこと､非人間的な無機質な環境の中であくせく働くよりも､よりアメニ
ティ-の高い田舎の町や村で人間らしい生活をおくることを望む人達が増えてきたこと等が挙げられる.
かつて農村地域は発展から取り残され､それゆえ古い建築物や古い町並みが保存されてきた｡今日の
地域開発 ･都市開発では､このような歴史的な建造物や､歴史的な町並みをできるだけ保存し､その有
効活用を図ることによってアメニティー を高め､地域の活力を増進するということが大きなテーマにな
井上悼 F･AJ/イギリスの帆l二と烏を観構成
っている｡そこには景観は重要な社会資本であり､人々の共有の財産であるという共通の認識がある｡
わが国においても近年､一部の芸術家をはじめ､情報産業で働く人や､建築 ･工業デザイナー､有機
農法による農業経営を目指す人達など､大都市から地方都市や農村に移り住む人達が確実に増えている｡
人々は物質的な豊かさよりも､静かで緑あふれるアメニティー の高い生活環境の中で､より精神的な豊
かさを大事にする生活形態を望むようになってきている｡
しかしわが国の田舎の景観は､逆都市化現象の中で大きく変わろうとしている｡畑のど真ん中に西欧
風の音楽ホ-ルが建ち､幹線道路には大駐車場を備えたショッピング･センタ-やパチンコ･ホールが
建ち並ぶ｡豊かな森が切り開かれ､住宅団地や工業団地に変わる｡美しい小島の片すみには産業廃棄物
がうず高く積まれる｡それとともに山や川､森や林､海や島といった自然に対する日本人の豊かな感性
が失われゆく｡景観は重要な社会資本であり､民族共有の財産である｡いま失われゆくわが国固有の景
観をいかに守り､次の世帯に引き継いでいくか､日本の社会の力量が問われている｡
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Photo 1. A scene in Cortswolds
Photo 2. Market hall of Chipping Camden
Photo 3. The rows of houses at Bibury
Photo 4. The facade of houses at Marketplace of Stow-on-the-Wold
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Photo 5. River Windrush at Bouton-on-the-Watcr
Photo 6. The rows of houses at Castle Combe
Photo 7. Stone Henge in Salsebury Plain
Photo 8. Castlerigg Stone Circle
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Photo 9. White Horse of Affington
Photo 10. Hadrian's Wall at Walltown Crags
Photo 11. The rows of houses in Canterbury
Photo 12. City wall and cathedral of York
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Photo 13. Magdalen College in Oxford
Photo 14. The Rows in Chester
